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た
。
そ
の
と
き
、
十
九
歳
。

　

そ
れ
か
ら
七
〇
年
の
時
が

過
ぎ
た
。が
、
中
川
の
心
は
十

九
歳
の
ま
ま
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

体
の
方
は
そ
れ
な
り
に
年
輪

を
刻
ん
で
い
る
が
。
中
川
と

同
年
生
ま
れ
で
二
十
歳
で
自

殺
し
た
高
野
悦
子
の
遺
稿
集

『
二
十
歳
の
原
点
』が
出
た
の

は
一
九
七
一
年
の
こ
と
だ
っ

・
師
匠
た
ち
、中
川
の
セ
ク
シ

ュ
ア
リ
テ
ィ
、『
ふ
た
り
の
ラ

ブ
ジ
ュ
ー
ス
』
が
も
た
ら
し

た
一
〇
年
間
に
お
よ
ぶ
「
わ

い
せ
つ
裁
判
」、
ラ
イ
ブ
小

説
、
ア
ル
バ
ム
セ
ル
フ
レ
ビ

ュ
ー
、な
ど
で
あ
る
。

　

一
九
六
八
年
、
フ
ォ
ー
ク

革
命
が
起
こ
っ
た
。
ザ
・
フ

ォ
ー
ク
・
ク
ル
セ
ダ
ー
ズ
の

「
帰
っ
て
来
た
ヨ
ッ
パ
ラ
イ
」

と
高
石
と
も
や
の
「
受
験
生

ブ
ル
ー
ス
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し
、

若
者
の
心
を
つ
か
ん
だ
。
痛

烈
な
社
会
風
刺
と
ス
ト
レ
ー

ト
で
赤
裸
々
な
心
情
の
表
出

の
両
面
か
ら
心
を
ゆ
さ
ぶ
っ

た
。

　

高
石
と
も
や
・
岡
林
信
康

・
中
川
五
郎
の
三
人
は
そ
の

フ
ォ
ー
ク
革
命
の
首
謀
者
た

ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
最

年
少
者
の
中
川
五
郎
も
本
年

七
〇
歳
の
古
希
を
む
か
え

た
。そ
し
て
、
そ
の
フ
ォ
ー
ク

革
命
ラ
イ
ブ
自
伝
と
し
て
本

書
『
七
〇
年
目
の
風
に
吹
か

れ
〜
中
川
五
郎
グ
レ
イ
テ
ス

ト
・
ヒ
ッ
ツ
』
が
出
た
。

　

フ
ォ
ー
ク
と
は
何
か
？　

中
川
は
言
う
。「
思
い
あ
り

き
、言
葉
あ
り
き
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
あ
り
き
」
と
。
ウ
デ
ィ
・
ガ

ス
リ
ー
、
ピ
ー
ト
・
シ
ー
ガ

ー
や
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
の
影

響
下
に
、
騒
然
た
る
全
共
闘

運
動
が
吹
き
荒
れ
る
な
か
、

中
川
は
戦
争
反
対
や
差
別
反

対
な
ど
の
プ
ロ
テ
ス
ト
ソ
ン

グ
を
歌
い
な
が
ら
世
に
出

　

本
書
を
読
ん
で
最
も
興
味

深
か
っ
た
の
は
、
中
川
が
一

貫
し
て
「
私
小
説
ソ
ン
グ
」

を
歌
っ
て
き
た
ラ
イ
ブ
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
で
あ
り
つ
づ
け

た
と
い
う
こ
と
。
一
九
六
九

年
十
月
二
十
一
日
、
日
米
安

保
条
約
反
対
の
街
頭
闘
争
が

日
本
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い

た
国
際
反
戦
デ
ー
の
夜
、
フ

ォ
ー
ク
革
命
の
旗
手
の
中
川

は
ホ
テ
ル
で
恋
人
と
抱
き
合

っ
て
い
た
。「
10
月
21
日
の
夜

に
ぼ
く
は
／
小
さ
な
ホ
テ
ル

で
恋
人
と
抱
き
合
っ
て
い
た

／
学
生
と
機
動
隊
の
ぶ
つ
か

り
合
う
音
が
／
遠
く
に
聞
こ

え　

興
奮
し
た
夜
の
中
を
／

群
衆
の
ざ
わ
め
き
が
伝
わ

り
、
催
涙
ガ
ス
を
打
つ
音
が

響
く
／
ぼ
く
は
と
い
え
ば
／

こ
こ
で
こ
ん
な
ふ
う
に
あ
な

た
と
愛
し
合
う
だ
け
／
10
月

ん　

天
気
は
死
に
ま
し
た
」

と
い
う
友
人
の
詩
人
の
言
葉

が
自
分
の
中
に
鳴
り
響
き
、

終
末
論
的
な
今
を
生
き
て
い

た
。

　

本
書
で
興
味
深
か
っ
た
箇

所
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
一

つ
だ
け
挙
げ
れ
ば
、「How Ab

out I Be Me

」の
シ
ネ
イ
ド

・
オ
コ
ナ
ー
の
生
き
方
と
歌
。

響
い
た
。

　

最
後
に
、
本
書
の
カ
バ
ー

写
真
の
中
川
五
郎
を
見
て
驚

い
た
。彼
の
昔
の
バ
ン
ド
、ヴ

ァ
ギ
ナ
・
フ
ァ
ッ
ク
の
ド
ラ

ム
を
叩
い
て
い
た
親
友
・
故

戸
田
克
文
に
そ
っ
く
り
だ
っ

た
か
ら
だ
。
痛
み
と
と
も
に

読
み
終
え
た
。（
か
ま
た
・
と

う
じ
＝
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
研
究
所
特
任
教
授
、
京

都
大
学
名
誉
教
授
・
宗
教
哲

学
・
比
較
文
明
学
・
民
俗
学

・
日
本
思
想
史
・
人
体
科
学
）

　

★
な
か
が
わ
・
ご
ろ
う
＝

音
楽
家
。
ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ

ー
ク
・
ソ
ン
グ
の
影
響
を
受

け
て
、
六
〇
年
代
後
半
か
ら

フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
と
し
て

活
躍
。ア
ル
バ
ム
に『
25
年
目

の
お
っ
ぱ
い
』『
ど
う
ぞ
裸
に

な
っ
て
下
さ
い
』な
ど
。
著
書

に
『
裁
判
長
殿
、
愛
っ
て
何

？
』、
訳
書
に
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー

『
詩
人
と
女
た
ち
』『
ボ
ブ
・
デ

ィ
ラ
ン
全
詩
集
』な
ど
。一
九

四
九
年
生
。

た
。二
〇
一
九
年
の
今
、
そ
ん

な
「
原
点
」
を
世
に
鋭
く
問

い
か
け
て
い
る
の
は
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
十
六
歳
の
少
女
グ

レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
か
も
し

れ
な
い
。
彼
女
の
言
葉
と
行

為
は
か
つ
て
の
フ
ォ
ー
ク
革

命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
切
実
に

受
け
継
い
で
い
る
よ
う
に
思

う
。実
際
、中
川
は
言
っ
て
い

る
。「
フ
ォ
ー
ク
は
過
去
を
懐

か
し
む
も
の
で
は
な
く
永
遠

に
未
来
を
ひ
ら
く
も
の
な
の

だ
」（
一
九
頁
）と
。

　

こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
の

は
、
フ
ォ
ー
ク
魂
、そ
の
先
人

21
日
の
夜
に
」

　

こ
の
私
小
説
フ
ォ
ー
ク

が
、当
時
、ど
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
た
か
？　

そ
れ
は
本
書

を
読
ん
で
確
か
め
て
ほ
し

い
。が
、中
川
と
同
時
代
人
で

あ
る
わ
た
し
は
中
川
の
私
小

説
ソ
ン
グ
を
痛
み
と
と
も
に

受
け
入
れ
る
。

　

そ
の
夜
は
わ
た
し
は
、
大

阪
で
友
人
た
ち
と
寺
山
修
司

作
演
出
の
「
Ａ
列
車
で
行
こ

う
」の
稽
古
を
し
て
い
た
。わ

た
し
は
寺
山
に
反
逆
し
た

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で

も
よ
か
っ
た
の
だ
。「
み
な
さ

フ
ォ
ー
ク
は
永
遠
に
未
来
を
ひ
ら
く
も
の

「
思
い
あ
り
き
、言
葉
あ
り
き
、メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
り
き
」の
革
命
ラ
イ
ブ
自
伝

鎌

田　

東

二

中
川　

五
郎
著

七
〇
年
目
の
風
に
吹
か
れ

中
川
五
郎
グ
レ
イ
テ
ス
ト
・
ヒ
ッ
ツ


